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１．本年度の研究成果 
国保レセプト等の資料により、新生物の患者受療行動を分析したと。入院患者について

みると、愛知県では、尾張中部医療圏の悪性新生物患者の 9 割が名古屋医療圏に依存、特

に婦人科系では、名古屋医療圏が全県をほぼ１００％の患者を受け入れている。広島県で

は広島医療圏への隣接地域からの依存度が高い。特に広島西医療圏の 3 割の患者が広島医

療圏を受診している。広島医療圏北部（旧サブ医療圏）では、がん拠点病院指定外病院を

主に受診している。白血病、悪性リンパ腫は、全圏域より広島赤十字・原爆病院を受診し

ている。福岡県では、福岡・糸島北九州、久留米の医療圏に対して、飯塚、八女・筑後医

療圏を除く医療圏が、依存している。高知県では、医療圏と医師の分布、医師と医療機関

の偏在（中央医療圏に県内医師の 80％）の影響が顕著であり、中央医療圏へ集中している。 
各対象地域とも、外来患者については、おおよそ、入院の動向に類似する。 
域医療需要は、圏域内では医療圏域内ならびに周辺地域の医療施設の分布は、受療行動

を階層的に構成させていることが判明した。 
 

２．前年度までの研究成果 
悪性新生物の患者受療動向について、二次医療圏別にみると、東京都中央部、大阪市、

福岡・糸島、札幌、名古屋、東京都区西部、鹿児島、熊本、新潟の二次医療圏は、圏外か

らの入院患者が多い。特に、東京都中央部は、自医療圏の 3 倍弱が他の医療圏からの患者

である。一方、隣接する区東部、区東北部医療圏は、自医療圏外に多く流出している。各

県とも県庁所在地の医療圏に集中する傾向がみられる。県別にみると、東京都が他県から

多くの患者を受け入れている。 
各県によって医療圏の成り立ちが異なっていること、県申請の根拠について、精査する

仕組みが必要ではないかといえた。 
がん診療拠点病院は、二次医療圏単位に１施設の基準を認定している。しかし、各県に

よって、医療圏の設定基準は異なっており、基準の整合性はない。従って、患者の診療圏

（ニーズ）に基づく評価が必要といえた。 
 
３．研究成果の意義及び今後の発展性 
本研究では、がん患者の受療行動から医療施設配置の簡易な評価手法を開発・検討する

ことにより、がん患者の広域医療協力体制の計画策定に資することが期待される。同時に

他の疾患でも、可能であり、医療計画等の基礎資料として、かつ、地域医療機能評価とし

ても期待できる。 
 
４．倫理面への配慮 
国保レセプトデータを取り扱うに当たり、分析用のレセプトデータは、個人名、記号番



号、生年については年月とし、個人を特定できる情報を削除し、個人情報を外部に出さな

いよう配慮した。 
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